
④廃止

意見等
　積極的な滞納処分等により収納率の向上が図られている。平成26年度からコンビニ収
納を開始させ納税機会の提供を図った。更に納税環境の整備を検討し収納率の向上を
目指す。

④廃止

意見等
今後も積極的な滞納処分により滞納繰越分の圧縮を図るとともに、新たな手法による滞納
処分の検討や、コンビニ収納を活用し、さらなる収納率向上を目指す。

◎評価者[担当主管部長]

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

① 現状維持 ②改善して町が実施 ③改善して町以外が実施

総
合
評
価

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある
Ｃ：事業の見直しが必要　　Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃止）

A

説明

積極的な滞納処分により滞納繰越分の圧縮を図るとともに、滞納整理事務嘱託員との連
携により現年滞納者の早期催告を実施し、収納率の目標を達成するなど成果をあげてい
る。
また、納税者の利便性を向上させるため、平成２６年度よりコンビニ収納を開始する。

方向性

０５

課題
（箇条書き）

県税務職員の短期派遣制度が縮小される。

県税OBの滞納整理事務嘱託員の補充が必要である。

コンビニ収納件数の増加により手数料の支払額が増加する。

０３

０４

０１ 徴収事務事業 98.9% A

０２ 収納率向上対策事業 96.3% A

実施計画事業 １）収納率向上対策事業（№83）

予算事業名
事業費

執行率（％）
総合評価

基本構想 戦略的行政運営

重点的方針 １．スリムで効果的な行財政運営の確立

分野別方針 （９）収納機会の拡充と収納率の向上
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